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要旨
1999 年の中央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善について」以降、
キャリア教育を推進する目的で、様々な施策が進められてきた。また、特別支援学校高等部
学習指導要領（2009）、特別支援学校学習指導要領解説総則等編（幼稚部・小学部・中学部）
（2009）にキャリア教育の文言が明記されるなど、学校現場ではキャリア教育への関心が高
まってきている。
その中でも、肢体不自由児教育においては、徐々にキャリア教育を学校課題として取り上
げる特別支援学校が増加し、計画的・組織的にキャリア教育が推進されつつあるが、課題も
多くみられるのが現状である。
キャリア教育は、学校の教育活動全体で実践されるものであり、小学部から中学部、中学
部から高等部、高等部から社会へというように系統的な指導や支援を行うことが必要不可欠
である。
今回の研究では、キャリア教育の視点から授業分析を行い、職業観・勤労観を育むための
学習プログラムとの関連性を明らかにした。
キーワード： 肢体不自由特別支援学校、キャリア教育、授業分析、職業観・勤労観を育むた
めの学習プログラムの枠組み
Ⅰ　問題の所在と目的
１　はじめに
1999 年の中央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善について」以
降、キャリア教育は教育改革の重点行動計画に位置付けられ、様々な施策が進められてきた。
また、その一つとして特別支援学校高等部学習指導要領（2009 年 3 月）、特別支援学校学
習指導要領解説総則等編（幼稚部・小学部・中学部）（2009 年 6 月）にキャリア教育の文
言が明記された。
このように、特別支援教育においても早期からの組織的な取組によるキャリア教育の推
進が求められ、学校現場ではキャリア教育への関心が高まってきている。具体的には、特
別支援学校学習指導要領解説総則等編（高等部）（2009 年 12 月）の中で、これまで以上
に職業教育・進路指導の充実を図ることが求められ、キャリア教育を推進するためには、
①地域や産業界等との連携を図り、産業現場等における長期間の実習を取り入れるなどの
就業体験の機会を積極的に設けるとともに、地域や産業界等の人々の協力を積極的に得る
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よう配慮するものとすること、②家庭及び地域や福祉、労働等の関係機関との連携を十分
に図る、等が挙げられており、就労につながる職業教育の一層の充実が課題となっている。
以上のような流れを受け、2009 年 3 月に告示された特別支援学校学習指導要領の改訂
の基本方針を踏まえ、特別支援学校高等部学習指導要領総則に、職業教育にあたって配慮
すべき事項及び教育課程の実施等に当たって配慮すべき事項等、進路指導の充実に関する
キャリア教育の推進が規定され、改めて職業教育や進路指導、教育課程を見直す契機となっ
ている。
このような中、特に、肢体不自由児教育においては、徐々にキャリア教育を学校課題と
して取り上げる特別支援学校が増加し、計画的・組織的にキャリア教育が推進されつつある。
しかし、課題も多くみられ、①障害のある人の地域への移行や就労を含めた人生全体への
支援の必要性、②小学部・中学部・高等部における一貫性・系統性を踏まえた指導や支援
の必要性、③夢や希望をもって主体的に取り組む児童生徒の育成の重要性、等が挙げられ
ている。
キャリア教育は、一人一人のキャリア発達を目指す取組の積み重ねであり、学校の教育
活動全体で実践されるものである。また、児童生徒や保護者の願いを受け止め、卒業後の
自立と社会参加、豊かな生活等を送ることができるように、小学部から中学部、中学部か
ら高等部、高等部から社会へと系統的な指導や支援を行うことが必要不可欠となっている。
以上のことから、キャリア教育の視点を取り入れた多くの肢体不自由特別支援学校が、
一貫性・系統性にかかわる学部間連携の方法がどのように変化したかを明らかにし、円滑
な学部間連携について検討する必要がある。
今回の研究では、肢体不自由特別支援学校における授業をキャリア教育の視点から分析
を行い、その結果、職業観・勤労観を育むための学習プログラムとの関連性を明らかにす
ることを目的とする。
２　我が国におけるキャリア教育推進の経緯及び概要
菊地（2011）は、我が国におけるキャリア教育推進の経緯及び概要をまとめている。そ
の内容を表 1 に示す。
表１　キャリア教育推進の経緯及び概要
年 内容 機関等
1998　職業教育及び進路指導に関する基礎的研究 職業教育・進路指導研究会
1999 初等中等教育と高等学校との接続の改善について 中央教育審議会答申
2002 児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進につい
て
国立教育政策研究所生徒指導
研究センター
2004 キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者
会議報告書
国立教育政策研究所生徒指導
研究センター
2006　小学校・中学校・高等学校キャリア教育推進の手引
き
文部科学省
2008 知的障害者の確かな就労を実現するための指導内
容・方法に関する研究
国立特別支援教育総合研究所
2009 特別支援学校高等部学習指導要領 文部科学省
2011 今後の学校教育におけるキャリア教育・職業教育の
在り方について
中央教育審議会答申
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また、特別支援学校学習指導要領解説総則等編（幼稚部・小学部・中学部）（2009 年 6 月）
にキャリア教育の文言が明記された。明記された箇所は表 2 のとおりである。なお、明記
されたキャリア教育の部分に下線を示す。
　さらに、2002 年 11 月には、国立教育政策研究所生徒指導研究センターが、「児童生徒
の職業観・勤労観を育む教育の推進について（調査研究報告書）」を報告した。
表 2　学習指導要領等におけるキャリア教育に関する記述
学習指導要領等 項目 内容
特別支援学校高等部学習指
導要領（2009 年 3 月）
第 一 章 総 則 第 2 節 第 4 款 
教育課程の編成・実施に当
たって配慮すべき事項 4 職
業教育に関して配慮すべき
事項 (3)
学校においては、キャリア教育
を推進するために、地域や学校
の実態、生徒の特性、進路等を
考慮し、地域及び産業界や労働
等の業務を行う関係機関との連
携を図り、産業現場等における
長期間の実習を取り入れるなど
就業体験の機会を積極的に設け
るとともに、地域や産業界等の
人々の協力を積極的に得るよう
配慮するものとする。
特別支援学校高等部学習指
導要領（2009 年 3 月）
同 5 教育課程の実施等に当
たって配慮すべき事項 (6)
生徒が自己の在り方生き方を考
え、主体的に進路を選択するこ
とができるよう、校内の組織体
制を整備し、教師間の相互の連
携を図りながら、学校の教育活
動全体を通じ、計画的、組織的
な進路指導を行い、キャリア教
育を推進すること。
特別支援学校学習指導要領
解説総則等編（幼稚部・小
学部・中学部）（2009 年 6
月）
第 1 章教育課程の編成及び
実施第 6 節教育課程実施上
の配慮事項 5 生徒指導及び
進路指導の充実 (2)（学習
指導要領では、第 1 章第 2
節第 4 の 2(5) に該当）
中学部における進路指導につい
ては、進路指導が生徒の生き方
の指導であることを踏まえ、生
徒の意欲や努力を重視すること
が重要である。また、進路指導
が生徒の勤労観・職業観を育て
るキャリア教育の一環として重
要な役割を果たすものであるこ
と、学ぶ意義の実感にもつなが
ることなどを踏まえて指導を行
うことが大切である。
同報告書では、子どもたちの進路・発達を巡る環境の変化について数々のデータをもと
に分析し、職業観・勤労観の育成等にかかる取組の現状と課題や、各学校段階等において
取り組むべき主要な職業的（進路）課題について分析・検討するとともに、職業観・勤労
観を育むための小・中・高一貫した系統的な学習プログラムの枠組み等についてまとめて
いる。また、学校段階における職業的（進路）発達課題について解説するとともに、職業
観・勤労観については、「職業や勤労についての知識・理解及びそれらが人生で果たす意義
や役割についての個々人の認識であり、職業・勤労に対する見方・考え方、態度等を内容
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とする価値観である。その意味で、職業・勤労を媒体とした人生観というべきものであって、
人が職業や勤労を通してどのような生き方を選択するのかの基準となり、また、その後の
生活によりよく適応するための基盤となるものである。」と定義付けている。さらに、本調
査研究で開発した「職業観・勤労観を育むための学習プログラムの枠組み」は、「職業教育・
進路指導に関する基礎的研究」において開発された「4 つの能力を発達させる進路指導活
動モデル」の成果を参考にしつつ、直接・間接に職業観・勤労観の形成の支えになると同
時に、職業観・勤労観に支えられて発達する能力・態度にはどのようなものがあるかという
視点に立って、各学校段階で育成することが期待される能力・態度を改めて検討して作成し
たものである。その際、新たに小・中・高等学校の各段階における職業的（進路）発達課題
を検討・整理し、これらの課題達成との関連で上記の具体的な能力・態度を示すことができ
るように構成するとともに、能力領域については、①人間関係形成能力、②情報活用能力、
③将来設計能力、④意思決定能力の 4 つの能力領域に大別し、児童生徒の成長の各時期に
おいて身に付けることが期待される能力・態度などとして例示している。
表 3 は、「職業観・勤労観を育む学習プログラムの枠組み－職業的（進路）発達にかかわ
る諸能力の育成の視点から－」の中の、職業的（進路）発達にかかわる諸能力における 4
つの能力の説明と、さらにそれぞれを 2 つの下位能力に分けた例を示したものである。
以上、我が国におけるキャリア教育推進の経緯及び概要について整理した。
特別支援学校においては、児童生徒一人一人の自立や社会参加を目指した取組が行われ
てきており、これまでもキャリア教育の意義を踏まえた取組を行ってきたと考えられる。
これらのことから、キャリア教育とはただ単に就労することを目指すのではなく、その
人の生活にとって必要なさまざまな能力を獲得し、それらを活用しながら社会の一員として
豊かな生活を送ることを目指すことであるということが言える。
Ⅱ　方法
１　対象校の概要
（１）対象校
A 県立 B 特別支援学校（肢体不自由）、小学部、中学部、高等部、訪問教育学級を設置。
（２）児童生徒
手や足または体幹に障害のある児童生徒が在籍。
（３）高等部の概要
小・中学校で培ってきた基礎的・基本的な力を伸ばすと共に卒業後の生活に必要な力を
身に付けることを目標にしている。
（４）教育課程
生徒一人一人の卒業後の生活を見据え、「進路につながる力・つながっていける力」を付
けるために、生徒の実態に合わせた 3 つの教育課程がある。いずれの課程も、①自ら考え、
伝え、行動する力、②多くの人とのかかわれる力、③困難をのりこえる力、等の育成を目的
とする。
２　手続き
（１）内容
肢体不自由特別支援学校高等部のキャリア教育に関する授業を対象に、指導案の内容を、
キャリア教育における 4 領域 8能力をもとに分析する。
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表 3　職業的（進路）発達にかかわる諸能力
領域 領域説明 能力説明
人間関係
形成能力
他 者 の 個 性 を 尊 重 し、
自己の個性を発揮しな
がら、様々な人々とコ
ミュニケーションを図
り、協力・共同しても
のごとに取り組む。
1【自他の理解能力】自己理解を深め、他者の多様な
個性を理解し、互いに認め合うことを大切にして
行動していく能力。
2【コミュニケーション能力】多様な集団・組織の中で、
コミュニケーションや豊かな人間関係を築きなが
ら、自己の成長を果たしていく能力。
情報活用
能力
学ぶこと・働くことの
意義や役割及びその多
様性を理解し、幅広く
情報を活用して、自己
の進路や生き方の選択
に生かす。
3【情報収集・探索能力】進路や職業等に関する様々
な情報を収集・探索するとともに、必要な情報を
選択・活用し、自己の進路や生き方を考えていく
能力。
4【職業理解能力】様々な体験等を通して、学校で学
ぶこと社会・職業生活との関連や、今しなければ
ならないことなどを理解していく能力。
将来設計
能力
夢や希望を持って将来
の生き方や生活を考え、
社会の現実を踏まえな
がら、前向きに自己の
将来を設計する。
5【役割把握・認識能力】生活・仕事上の多様な役割
や意義及びその関連等を理解し、自己の果たすべ
き役割等についての認識を深めていく能力。
6【計画実行能力】目標とすべき将来の生き方や進路
を考え、それを実現するための進路計画を立て、
実際の選択行動等で実行していく能力。
意思決定
能力
自らの意志と責任でよ
りよい選択・決定を行
うとともに、その過程
での課題や葛藤に積極
的に取り組み克服する。
7【選択能力】様々な選択肢について比較検討したり、
葛藤を克服したりして、主体的に判断し、自らに
ふさわしい選択・決定を行っていく能力。
8【課題解決能力】意思決定に伴う責任を受け入れ、
選択結果に適応するとともに、希望する進路の実
現に向け、自ら課題を設定してその解決に取り組
む能力。
Ⅲ　結果
１　高等部における授業実践
（１）授業 1
①学部　高等部
②授業名　作業学習（就業体験班）
③題材名　清掃活動（トイレ掃除）
④単元目標
　　・作業に合わせた身支度をすることができる。
　　・工夫して道具を配置したり、使ったりし、安全に留意した清掃の仕方等を学ぶことが
できる。
　　・友達や教員と活動を分担し、自分の役割を果たすことができる。
　　・友達や教員と作業を分担し、自分の役割を最後まで行うことができる。
　⑤期日　201X 年 6 月
　⑥指導案　表 4 に示す。
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表 4　指導案
時間 学習活動 教員の活動 指導上の留意点 準備物
10:50
11:00
11:30
１ 当 番 の 進 行 で 朝 礼 を 行
う。
・作業内容を理解し、各自
で目標を立てる。
・声出し、挨拶の練習をす
る。
２ ペアを組んだ友達と協力
して、身支度や道具を準
備する。
・トイレに移動し、身支度
や道具の準備をする。
・友達や教員と活動を分け
て、取り組む。
３トイレ清掃をする。
・清掃の順番は、上から下
の順に行い、場所によっ
て雑巾を使い分ける。
・終了したら、教員に確認
を依頼する。
・確認が終わり、トイレが
きれいになったら道具を
片付け、手を洗う。
４教室に移動して終礼をす
る。
・一 人 ず つ 反 省 を 発 表 す
る。
・ 当 番 の 進 行 に 合 わ
せ、今日の作業内容
とペアリングを伝え
る。
・目標を板書する。
・姿勢を意識するよう
促す。
・ゴム手袋を正確に付
けているか確認し、
不完全な生徒に対し
て は 個 別 に 対 応 す
る。
・便座周りか、洗面所
周りか、で分担する。
・汚れが落ちているか
どうかを確認し、で
きていないときは、
やってみせて、再度
行 う よ う に 指 示 す
る。
・次回の校内作業で今
回の反省を生かせる
ように、言葉かけを
する。
・ 指 示 は 短 い 言
葉で行う。
・ 板 書 は 簡 潔 に
する。
・ 安 全 に 留 意 し
た 身 支 度 に
な っ て い る か
ど う か を 確 認
する。
・ 便 座 の 後 ろ や
手 す り、 床 の
汚 れ を 見 落 と
さ な い よ う に
する。
朝礼手順
表
ホワイト
ボードペ
ン
清掃手順
表
バケツ
色別の雑
巾
ほうき
水 雑 巾
モップ
から拭き
雑巾
終礼手順
表
　授業展開の中の、学習活動を、4 領域 8 能力で分析した。分析の結果を以下に示す。
Ⅰ人間関係形成能力 2 コミュニケーション能力では、①「声出し、挨拶の練習をする。」、
②「ペアを組んだ友達と協力して、身支度や道具を準備する。」、③「終了したら、教員に確
認を依頼する。」などの学習活動が挙げられた。
Ⅲ将来設計能力 5 役割把握・認識能力では、①「作業内容を理解し、各自で目標を立てる。」、
②「一人ずつ反省を発表する。」が挙げられた。
Ⅲ将来設計能力 6 計画実行能力では、①「トイレに移動し、身支度や道具の準備をする。」、
②「友達や教員と活動を分けて、取り組む。」、③「清掃の順番は、上から下の順に行い、場
所によって雑巾を使い分ける。」、④「確認が終わり、トイレがきれいになったら道具を片付
け、手を洗う。」が挙げられた。
　その他、Ⅰ人間関係形成能力 1 自他の理解能力、Ⅱ情報活用能力 3 情報収集・探索能力、
4 職業理解能力、Ⅳ意思決定能力 7 選択能力、8 課題解決能力、では該当する学習活動はみ
られなかった。
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（２）授業 2
①学部　高等部
②授業名　作業学習（就業体験班）
③題材名　トイレ掃除、ネーム貼り、封入作業
表 5　指導案
時間 学習活動 教員の活動 指導上の留意点 準備物
10:50
11:00
11:30
１朝礼
・挨拶
・出席確認
・作業内容の確認
・声出し、挨拶練習
・目標発表
２トイレ作業
・便器掃除
・流し掃除
・床掃除
３ネーム貼り
・傘の柄に学校名のネーム
シートを貼る。
・ネームの上からセロハン
テープを貼る。
・報告、確認を依頼する。
４封入作業
・文書を三つ折りにする。
・封筒に入れる。
・報告、確認を依頼する。
５片付け
６終礼
・挨拶
・各自反省発表
・まとめ
・挨拶
７解散
・当番に号令を促す。
・作業内容の説明をす
る。
・声出し前に姿勢を確
認する。
・目標をホワイトボー
ドに書く。
・生徒の様子を見て、
適宜、言葉掛けや手
本を見せるなどの支
援を行う。
・作業前に工程や留意
点などを確認する。
・生徒の様子を見て、
適宜言葉掛けや手本
を見せるなどの支援
を行う。
・作業前に工程や留意
点などを確認する。
・生徒の様子を見て、
適宜言葉掛けや手本
を見せるなどの支援
を行う。
・当番に号令を促す。
・各自の発表を聞き、
評価や課題点を挙げ
る。
・全体を振り返り、ま
とめの話しをする。
・ 声 出 し は 一 緒
に 行 い、 率 先
し て 大 き な 声
を出す。
・目標が具体的
な 内 容 に な る
よう支援する。
・ 衛 生 面 に 留 意
し、 ゴ ム 手 部
栗を着用する。
・ 作 業 内 容、 工
程 の 説 明 は 理
解 し や す い よ
う 具 体 的 に 行
う。
・ 受 注 作 業 を 自
覚 さ せ、 丁 寧
に 行 う こ と を
意識させる。
・ 反 省 を 聞 き、
良 か っ た 点、
課題点を伝え、
次 回 の 授 業 へ
の 意 欲 を 高 め
る。
ホワイト
ボード
マーカー
清掃用具
傘
ネ ー ム
シール
セロハン
テープ
文書
封筒
ホワイト
ボード
④単元目標
　　・指示をよく聞いて、作業を正確に行うことができる。
　　・作業工程を覚え、進んで取り組むことができる。
　　・周囲との声を掛け合い、協力して作業を進めることができる。
　　・適切な言葉遣いで報告、質問、依頼ができる。
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　　・最後まで責任を持って取り組むことができる。
　　・自分の適性や身体の状況を理解し、工夫して取り組むことができる。
　⑤期日　201X 年 11 月
　⑥指導案　表 5 に示す。
　授業展開の中の、学習活動を、4 領域 8 能力で分析した。分析の結果を以下に示す。
Ⅰ人間関係形成能力 1 自他の理解能力では、①「出席確認」が挙げられた。
Ⅰ人間関係形成能力 2 コミュニケーション能力では、①「挨拶」、②「声出し、挨拶練習」、
③「報告、確認を依頼する。」が挙げられた。
Ⅱ情報活用能力 3 情報収集・探索能力では、①「作業内容の確認」が挙げられた。
Ⅲ将来設計能力 5 役割把握・認識能力では、①「目標発表」が挙げられた。
Ⅲ将来設計能力 6 計画実行能力では、①「トイレ作業（便器掃除・流し掃除・床掃除）」、
②「ネーム貼り（傘の柄に学校名のネームシートを貼る）、（ネームの上からセロハンテープ
を貼る）」、③「封入作業（文書を三つ折りにする・封筒に入れる）」、④「片付け」が挙げら
れた。
Ⅳ意思決定能力 8 課題解決能力では、①「各自反省発表」が挙げられた。
　その他、Ⅱ情報活用能力 4 職業理解能力、Ⅳ意思決定能力 7 選択能力では、では該当す
る学習活動はみられなかった。
Ⅳ　考察
4 領域 8 能力の中で、どこが一番意識されているか、また、重要となっているのか、等
を分析した。
　授業分析の結果、「職業観・勤労観を育む学習プログラムの枠組み－職業的（進路）発達
にかかわる諸能力の育成の視点から－」における 4 つの領域の中では、Ⅰ人間関係形成能力、
Ⅱ情報活用能力、Ⅲ将来設計能力、Ⅳ意思決定能力、の 4 領域すべてが授業の中で扱われ
ていることが分かった。
　一方、8 能力に関しては、1 自他の理解能力、2 コミュニケーション能力、3 情報収集・
探索能力、5 役割把握・認識能力、6 計画実行能力、8 課題解決能力、の能力の育成が授業
の中で扱われていることが分かった。
　授業 1 と授業 2 を比較すると、Ⅰ人間関係形成能力とⅢ将来設計能力の二つの領域を取
り扱っていることが分かる。このことから、①多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意
見を聞いて自分の考えを正確に伝えることができるとともに、自分の置かれている状況を受
け止め、役割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参画し、今後の社会を積極的に形成
することができる力、②仕事をする上での様々な課題を発見・分析し、適切な計画を立てて
その課題を処理し、解決することができる力、が特に肢体不自由特別支援学校高等部生徒に
求められていることが分かる。
　一方、Ⅱ情報活用能力、Ⅳ意思決定能力、の二つの領域に関しては、学習内容としてそれ
ほど取り扱われていない状況であるので、③自分が、できること、意義を感じること、した
いこと、について、社会との相互関係を保ちつつ、今後の自分自身の可能性を含めた肯定的
な理解に基づき主体的に行動すると同時に、自らの思考や感情を律し、かつ、今後の成長の
ために進んで学ぼうとする力、④働くこと、の意義を理解し、自らが果たすべき様々な立場
や役割と関連を踏まえて働くことを位置付け、多様な生き方に関する様々な情報を適切に取
捨選択・活用しながら、自ら主体的に判断してキャリアを形成していく力、を育てる学習活
06清水55-63.indd   62 2019/01/16   0:47
−63−
清水：肢体不自由特別支援学校におけるキャリア教育の授業作りに関する一考察
動や取り組みの検討が必要であると考える。
Ⅴ　まとめと今後の課題
今回、A 肢体不自由特別支援学校高等部におけるキャリア教育に関する授業分析を行った
が、授業の中に、沢山のキャリア教育の視点が盛り込まれており、その内容を確認すること
ができた。
具体的には、「職業観・勤労観を育む学習プログラムの枠組み－職業的（進路）発達にか
かわる諸能力の育成の視点から－」を参考にし、4 領域 8 能力のどの部分に重点を置いて指
導を行っているのかを分析することができた。これらをとおして、4 領域 8 能力を 12 年間
の学校生活の中で、育てていきたい力として、高等部でどの部分を重点化するのか、どの指
導形態の中で重点化するのかなどの整理や、指導計画の系統性・連続性等の重要性について
把握することができ、授業改善にもつながりを持たせることができたと考える。
今後は、高等部だけの取り組みではなく、肢体不自由特別支援学校全体として、教育課
程をどのようなつながりをもって、どのように工夫をしていくか等を検討する必要がある。
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